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アリゾナ州フェニックスで住宅の販売が急増するなど、米国の住宅市場が回復の兆しを
見せているとのニュースを最近よく耳にするようになりました。しかし実はそれに先行す
る形で、ショッピング・モールやオフィスなどの商業用不動産市場が既に回復基調を鮮明
化させています。

不動産調査会社グリーン・ストリート・アドバイザーズによると、米国の商業用不動産
価格指数は、２００７年８月につけた金融危機前のピーク時に比べ、２００９年５月には
３８.３%も下落しました。しかしその後は順調に回復し、２０１３年３月にはピーク時を
初めて上回りました。新築ビルなど新規供給は引き続き限定的ではあるものの、商業用不
動産市場は、金融危機から完全復活したと言えます。

この背景には、雇用市場の回復をはじめ米国景気の緩やかな拡大に伴う、商業用不動産
の需要増加があります。結果として空室率は低下し、賃料が上昇。不動産市場は自律的な
拡大局面に入りました。加えて、ＦＲＢ（連邦準備理事会）による積極的な金融緩和策に
伴う、資金調達コストの低下も追い風となっています。

商業用不動産を所有・運営する米国リートの市況を表す指数の推移を見てみると、

米国リート・株式市場の推移

２０１３年４月１２日現在、年初来で１２.２％も上昇しています。これは米国株式の
１１.４%を上回るペースです。商業用不動産市場を取り巻く好調な環境はこれからもしば
らく続くと見られており、今後のリート市場の盛り上がりにも大いに期待が持てそうで
す。

米国商業用不動産価格指数の推移

（出所）MSCI米国リート・インデックス、S&P500（出所）グリーン・ストリート・アドバイザーズ
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